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おける試合中の膝前十字靭帯損傷の特徴
動画分析を用いた検討
The characteristics of anterior cruciate ligament injuries in male players
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〔要旨〕 日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）の試合における男子選手の膝前十字靭帯（以下 ACL）損傷
の特徴を，動画を用いて明らかにすることを目的とした．対象は，2016～19年の 4シーズンで Jリーグ所
属選手において公式発表された ACL損傷事例全 111件の内，受傷シーンを動画で確認できた 42件とし
た．検討項目は，①受傷形態（非接触・接触損傷），②攻守（攻撃時・守備時），③移動方向（攻撃方向に
対して前向き・後ろ向き），④受傷エリア（攻撃・守備エリア）のそれぞれにおける発生数とした．また，
攻撃時と守備時における受傷エリアと移動方向の発生割合と，受傷エリア別の移動方向について攻撃時
と守備時でそれぞれ発生割合を比較した．結果は，非接触損傷 69％，守備時 62％と非接触損傷と守備時
の発生が多い傾向であった．攻撃時は攻撃エリア，守備時は守備エリアでの発生が多く有意差が認められ
た．受傷エリア別の移動方向について，守備時は守備エリアで後ろ向きでの発生が多く有意差が認められ
た．
Jリーグにおける ACL損傷は，非接触損傷と守備時に多く，守備時の受傷は守備エリアで多く発生し，

その 54%は後ろ向きで発生していた．
予防のためには，守備時に特に守備エリアにおける後ろ向き動作は損傷リスクが高くなることを，選手
や指導者が認識しておくことが必要だと考える．

緒 言

過去 10年間のプロフットボールで重大な損傷
が減少しておらず，膝前十字靭帯（以下 ACL）損
傷の予防がスポーツ医学/スポーツ理学療法研究
の優先事項１）と言われている．そうした中で様々な
予防へのアプローチがなされており，疫学研究も
その一つである．
疫学研究で実際の ACL損傷シーンに関する調

査を行う場合，受傷者からの聞き取りやアンケー
トを行うことが多い．しかし，受傷者からの聞き
取りやアンケートは主観的であり，詳細を思い出
そうとすることにより不正確になる傾向があり，
これらの情報源は分析には理想的ではない２）と言
われる．
これに対し，近年は試合場面での受傷シーンの

動画分析が行われており，守備時の発生割合が高
いこと１，３）や非接触損傷のパターンではプレッシン
グを行った際の受傷割合が高いことが報告されて
いる１，３）．しかし，受傷直前の選手の移動方向につ
いて調査されたものはなく，日本のプロレベルで
の男子サッカーに関して動画分析を用いて調査し
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図 1 移動方向
ボールを保持している選手が攻撃方向に対して「前向き」に進んでいるのに対して，保持してい
ない選手はその選手を追いかけて自身のゴール方向，すなわち「後ろ向き」に進んでいる．

別アングル

前向き
後ろ向き

たものは渉猟し得ない．Jリーグの試合中におけ
る受傷シーンを動画で確認して，その傾向を調査
することは，サッカーにおける ACL損傷予防の
一助になると考える．
本研究の目的は，Jリーグにおける男子サッ
カー選手の ACL損傷シーンの特徴を動画から明
らかにすることである．

対象および方法

損傷事例は，各チームから出された公式報道発
表をインターネットにて情報収集した．2016～19
年の 4シーズン中に Jリーグ所属男子選手におい
て発生した ACL損傷事例は 111件（104名 106
膝，再受傷 7件）であったが，練習中に発生した
ものおよび試合中に発生し動画が確認できなかっ
たものを除き，受傷場面の動画が確認できた 42
件（41名 42膝：FW11件・MF19件・DF11件・
GK1件）を本研究の対象とした．
動画取得は，2016年はスカパーにて放映，2017
年以降は DAZNにて配信された試合を視聴した．
それらの動画を 2人で別々に確認し，以下の検討
項目について確認し，結果が異なった場合は話し
合いにて合意した．検者内・検者間信頼性につい
ては，Κ係数を用いて行った．
検討項目は，①受傷形態（非接触・接触損傷），
②攻守（攻撃時・守備時），③移動方向（攻撃方向
に対して前向き・後ろ向き），④受傷エリア（攻
撃・守備エリア）とした．また，攻撃時と守備時
における受傷エリアと移動方向の発生割合をそれ
ぞれ比較した．さらに，受傷エリア別の移動方向
について攻撃時と守備時でそれぞれ発生割合を比

較した．統計処理は，統計ソフト R2.8.1を用いて，
Fisher直接確率検定で比較した（有意水準 5％）．
各項目の定義については，①受傷形態は，

Waldénら１）の報告を参考にして，接触損傷は「負
傷した脚への接触があったもの」，非接触損傷は
「負傷した脚以外への接触（間接接触）および他プ
レーヤーとの接触のなかったもの」とした．②攻
守は，Andersenら４）の報告を参考にして，攻撃は
「ボールをコントロールしており，ボールの決定に
必要なスペースと時間を確保している」，守備は
「相手チームが，ボールをコントロールしており，
ボールの決定に必要なスペースと時間を確保して
いる」とした．③移動方向は，Andersenら４）の報
告を参考にして相手ゴールに向かって動いている
選手を前向き，自身のゴール方向に向かって動い
ている選手を後ろ向きとした（図 1）．④受傷エリ
アは，half way lineを挟んで自陣を守備エリア，相
手陣地を攻撃エリアとした（図 2）．

結 果

検者内・検者間信頼性は，Κ係数 0.76～1.00と
なり，全ての項目において許容範囲内であった（表
1）．
①受傷形態は，非接触損傷 29件（69％）・接触

損傷 13件（31％）と非接触損傷の割合が多い傾向
であった．②攻守は，攻撃時 16件（38％）・守備
時 26件（62％）と守備時の割合が多い傾向であっ
た．③移動方向は，前向き 23件（55％）・後ろ向
き 19件（45％）と同様の発生割合であった．④受
傷エリアは，攻撃エリア 20件（48％）・守備エリ
ア 22件（52％）と同様の発生割合であった（図 3）．
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図 2 エリア分類
受傷エリアは，自陣半分を守備エリア，相手陣半分
を攻撃エリアとした．

攻撃エリア 守備エリア

攻撃方向

表 1　検者間および検者内信頼性

検討項目 変数
κ係数

検者内 検者間

①受傷形態 非接触損傷・接触損傷 1.00 0.79
②攻守 攻撃時・守備時 0.95 0.89
③移動方向 前向き・後ろ向き 0.85 0.76
④受傷エリア 攻撃エリア・守備エリア 1.00 1.00

※全て p＜0.001

全 42件の受傷時の選手のポジションを示す（図
4）．
受傷エリアについて，攻撃時は攻撃エリア 13
件（81％）・守備エリア 3件（19％），守備時は攻
撃エリア 7件（27％）・守備エリア 19件（73％）
となり，攻撃時は攻撃エリア，守備時は守備エリ
アでの発生が有意に多くなった（p＜0.05）．移動方
向について，攻撃時は前向き 12件（75％）・後ろ
向き 4件（25％），守備時は前向き 11件（42％）・
後ろ向き 15件（58％）であり，有意差は認められ
なかった（p=0.057）．攻撃時と守備時における受傷
エリアと移動方向の発生割合について表 2に示
す．
攻守毎の受傷エリアにおける移動方向の比較に
ついて，それぞれ図 5・図 6に示す．攻撃時（図
5）は，攻撃エリア：前向き 9件（56％）・後ろ向
き 4件（25％），守備エリア：前向き 3件（19％）・
後ろ向き 0件（0％）となり，攻撃エリアで前向き
の発生が多い傾向であったが，有意差は認められ
なかった（p=0.52）．守備時（図 6）は，攻撃エリ
ア：前向き 6件（23％）・後ろ向き 1件（4％），

守備エリア：前向き 5件（19％）・後ろ向き 14
件（54％）となり，守備時の守備エリアでの発生
は，攻撃エリアと比較して後ろ向きで多く，有意
差が認められた（p＜0.05）．

考 察

男子プロサッカーにおける ACL損傷は，受傷
した脚への接触のない損傷（非接触損傷）が 65～
88％と報告されており１，３，５），本研究でも 69％が非
接触損傷で発生しており，先行研究と同様の傾向
が見られた．他競技と比較すると，バスケットボー
ルでは 90％６），ハンドボールでは 95％７）が非接触損
傷で発生しており，コリジョンスポーツの代表格
であるプロアメリカンフットボールでも攻撃的な
ラインマンを除いて，72.5％が非接触損傷であっ
た８）ことを考慮すると，非接触損傷が多いことはこ
れらの競技の共通点と言える．
また，68～77％が守備時に発生すると報告され
ており１，３），本研究でも 62％が守備時に発生してお
り，先行研究と同様に守備時に多い傾向であった．
バスケットボールでは 74％が攻撃時に６），ハンド
ボールでは 95％が攻撃時に発生しており７），他競
技と比較すると守備時における発生が多いことは
サッカーの特徴であると言える．
Della Villaら３）は，最も多い受傷パターンは，プ

レッシング・タックル時であったと述べている．
守備動作は反応的な操作であることが多く，身体
ポジションとテクニックを土壇場で調整する必要
があること９）が報告されている．このことから，守
備時は，相手の行動に反応しようとして下肢が危
険なポジションになることにより，損傷リスクが
高まる可能性があると考えられる．
守備時の損傷を受傷したエリアで比較すると，

守備時には守備エリアでの発生が 73％（19件）と
多い傾向であった．サッカーの試合中に発生する
傷害を動画で調査した先行研究４，１０）では，守備時に
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図 3　発生件数と割合　①受傷形態，②攻守，③移動方向，④受傷エリア

②攻守①受傷形態

③移動方向 ④受傷エリア

接触損傷
13件　31%

非接触損傷
29件　69%

攻撃時
16件　38%

守備時
26件　62%

攻撃エリア
20件　48%守備エリア

22件　52%前向き
23件　55%

後ろ向き
19件　45%

図 4 受傷ポジション
全 42件の受傷時の選手のポジションを示す．
白が前向きを，黒が後ろ向きを表し，丸が守備時，
三角が攻撃時を表す．

攻撃時
守備時攻撃方向前向き 後ろ向き

は守備エリア，攻撃時には攻撃エリアでの傷害発
生が多いと報告されている．Rahnamaら１１）は，守
備エリアは攻撃選手による得点の努力に対して，
守備選手は失点を防ぐために激しい動きが生じる
と述べている．サッカーにおける ACL損傷は，守
備時・守備エリアでの発生が多くなる可能性が示
唆された．
受傷時の移動方向については，守備時に後ろ向
きでの発生が 58％（15件）と多い傾向であった．

更に，その 15件のうち 14件は守備エリアで発生
しており，守備時に 26件発生した中で，守備エリ
アにおける後ろ向きでの発生が 54％（14件）と高
い割合であった．
守備動作であるプレッシングとタックルは複雑

なアクションで，通常は高速の前進動作に続いて，
ボールに到達するためにサイドステップカッティ
ングが続く５）と言われている．サッカーのプレッシ
ングにおける ACL損傷の運動学についての研
究１２）では，守備動作時の減速動作では，攻撃時と
比較して体幹がより直立もしくは後傾した姿勢に
なると報告されている．体幹が直立または後傾位
になると，Carlsonら１３）は，身体重心から遠くに足
を接地することにより，重力ベクトルに対して脛
骨プラトーの後方傾斜が増加すること，そして，
その姿勢で軸方向の圧縮を受けた場合，大腿骨外
顆が脛骨に対して後方に亜脱臼しやすくなり，脛
骨の前方偏位と内旋が ACLにかなりのストレス
を与えると述べている．また，遠くに足を接地す
ると踵接地になり，腓腹筋による床半力の衝撃吸
収が最小限に抑えられて膝に伝達して ACL損傷
につながりやすいことを述べている．この踵接地
のリスクは Ogasawaraら１４）も，カッティング動作
における踵接地は，膝関節外反と脛骨内旋を組み
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図 5 攻守毎の受傷エリアにおける移動方向の比較：攻撃時

攻撃時 後ろ向き前向き

守備エリア攻撃エリア

攻撃方向

調査項目 n＝16

移動方向
p＝

前向き 後ろ向き

攻撃エリア 9（56%） 4（25%）
0.52

守備エリア 3（19%） 0（0%）

a．受傷エリアと移動方向の関係性

図 6 攻守毎の受傷エリアにおける移動方向の比較：守備時

後ろ向き前向き守備時

守備エリア攻撃エリア

攻撃方向

調査項目 n＝26

移動方向
p＝

前向き 後ろ向き

攻撃エリア 6（23%） 1（4%）
＜0.05

守備エリア 5（19%） 14（54%）

b．受傷エリアと移動方向の関係性

表 2　攻撃時と守備時における受傷エリアと移動方向の発生割合

調査項目 n＝42 調査項目 n＝42

攻撃エリア 守備エリア p＝ 前向き 後ろ向き p＝

攻撃時 13（81%）  3（19%） ＜0.05 攻撃時 12（75%）  4（25%） 0.057
守備時  7（27%） 19（73%） 守備時 11（42%） 15（58%）

a．受傷エリアと攻守の関係性 b．移動方向と攻守の関係性

合わせて発生させる可能性が高く，ACL損傷の確
率を高めると述べている．
更に，守備時は減速と方向変換をしながら相手
からボールを奪うための駆け引きが求められる．

小笠原１５）は，選手の注意の大半が戦略的思考に向
けられると，下肢制御への注意配分は下がると述
べており，守備エリアでは，ゴールを守るための
守備意識が高まることによって下肢制御への注意
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が低下する可能性がある．
後ろ向きでは，守備者は自陣ゴール方向に向か
いながら自陣ゴールからボールを遠ざけるため
に，自らの進行方向と反対方向にボールを運ばな
ければならない．また，相手選手への後方からの
接触が競技のルールで重大な違反になるため，違
反にならないように守備をする必要がある．自陣
方向へ戻りながら，すなわち後ろ向きでの守備対
応は，減速と方向転換に対する身体操作の難易度
が高まる可能性があると考えられる．守備時に守
備エリアでの後ろ向き動作が ACL損傷にとって
ハイリスクになる可能性が示唆された．
予防のためには，高強度の守備的プレーを検討
すること１６）が提案されている．Sasakiら１２）は，損
傷の有無にかかわらずプレッシング時の膝関節の
角度はほぼ伸展位だと述べている．そして素早い
カッティング動作の獲得には股関節を十分に屈曲
させること１７），予防には股関節の内旋と膝関節の
外反を減らすことに集中することが必要１２）と述べ
ている．そのためにはカッティング時の足の着き
方が重要で，踵接地にならないようにつま先から
接地することを意識する必要があると考える．守
備時に特に守備エリアにおける後ろ向き時には損
傷リスクが高くなることを，選手や指導者が認識
しておくことも予防に対する取り組みにとっては
必要だと考える．
研究の限界として，ACLを損傷した瞬間のタイ

ミングは選手の状況から判断した推測であるこ
と，膝関節や股関節，下腿の外旋，骨盤傾斜，足
部・足関節の方向などの角度や角度変化の計測は
行えていないこと，膝関節の既往歴は不明である
ことが挙げられる．

まとめ

今回，動画を用いて Jリーグの試合中の ACL
損傷の特徴を調査した．守備時の発生が多く，守
備時は守備エリアにおいて 54%が後ろ向き動作
で発生していた．男子サッカー選手の ACL損傷
予防は，特に守備エリアで後ろ向きでの守備場面
における下肢制御が重要であると考える．

利益相反
本論文に関連し，開示すべき利益相反はなし．
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The characteristics of anterior cruciate ligament injuries in male players
during professional soccer league games in Japan

A Video-Based Analysis
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〔Abstract〕 The purpose of this study is to understand the features and circumstances of anterior cruciate liga-
ment (ACL) injuries male soccer players sustained Japanese professional (J-League) matches. The participants
were J-League players from various clubs and were followed for four playing seasons, from 2016 to 2019. There
were 111 cases of ACL injuries that were officially announced. Of these 111, we could confirm 42 by video. The
items examined were the number of occurrences in each case, namely, (1) the injury form (non-contact / contact
injury), (2) offensive/defensive, (3) movement direction (forward / backward with respect to the attack direction),
and (4) injury area (offensive/defensive area). We also compared the rates of occurrence of the injured area and
the direction of movement during attack and defense, and the direction of movement for each injured area during
attack and defense, respectively. The results tended to be higher for more non-contact and defensive cases.
In the defensive area, the occurrence was significantly higher when moving backwards during defense.
Players should be aware that ACL injury prevention is important in high-intensity defensive play, and that

there is a high risk of injury, especially when moving backwards in the defensive area.


